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審 査 結 果 の 要 旨 

 本研究は、子宮内膜癌I型とII型の鑑別におけるアミドプロトン移動画像（APT 

imaging）の有用性を検討したものである。その結果、APTmaxがII型子宮内膜癌においてI

型よりも有意に高い値を示し、APT imagingが子宮内膜癌I型とII型の鑑別において有用で

あることを示した。また、APT信号の高い箇所は腫瘍と子宮筋層境界部分に見られ、代謝

特性が同一腫瘍内で不均一であることを見いだし、不均一性を表現する有用な画像マーカ

ーとなり得ることが示唆された。本論文の内容は、産婦人科画像診断の分野で、子宮内膜

癌の治療方針決定に寄与しうる新たな診断技術の可能性、将来性を示唆するものであり、

明らかに学術水準を高めたものと認める。 

 


